
 

Instructions for use

Title 北海道大学附属図書館報「楡蔭」

Citation , 67, 1[776]-24[799]

Issue Date 1985-11-30

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/66552

Type periodical

File Information yuin67.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


北海道大学附属図書館報

条
米
心
介
Ｌ
芥

非
糸
井
圭

〃
か
し
介
非

＊
撚
糸
恭
恭

＊
升

弗
斗窪1,.．

TheHeHokkaidoUniversityLibraryBulletin No、67 Nov.1985

い出雑感
田
心

医療技術短期大学部教授

坂本一哉阜 _ 一

私が医療技術短期大学部に勤務して早くも2年半が過ぎました。しかし図書館の利用に関

してはいまだ医学部のそれを全面的に頼っている次第です。私が図書室(館)を足繁く利用する

ようになったのは，学部を卒業し，自分の研究方向が定まってからのことです。研究は自然科

学系のため，読書により教養を身につけたり，想像力を養うなどと言う恰好のよい話とは無縁

でした。新知識の会得と‘情報の収集が主体でした。

当時，医学部は附属病院図書室と医学部図書室に分かれておりました。附属病院図書室は

主に和書の雑誌文献が収納されており，その位置は旧精神科病棟へ通じる廊下の途中にありま

した。その廊下はシベリア街道と称されるにふさわしく，寒くて長いものでした。さらに床板

は歩行のたびに大きく波打ち，その波動で足早に歩くのが困難になるという，まさに芸術的な

廊下でした。建物はラセン階段で上下する木造二階建でしたが，どういうわけか非常に明るく

手狭でした。また暖房も十分に行きとどいていました。寒くて長い廊下を歩いて辿り着いた体

には非常に心地好い場所でした。そこで意中の論文を捜し当てた時など，若さ故の感激からほ

のぼのとした満足感にひたったことを鮮明に記1億しております。

一方医学部図書館は基礎棟にあり、主として洋雑誌，文献が収納されておりました。季節

の関係もあると思いますが，多少薄暗くまたほんの少し徴くささを感じる部屋でした。とくに

私の専門とする雑誌のある奥まった棚は，さらに薄暗い印象でしたが，その分だけ何か重厚で

学問的雰囲気が強くありました。当時は書籍，雑誌の数は多くなく，自分の専i"J分野でも4,5

種類の書籍文献を当たるだけで十分でした。

昭和40年前半の学園紛争時には図書館としばらく無沙汰しているうちに医学部創立50周

年記念事業の記念会館の一部が新医学部図書館となり昭和45年にはすべてが統合され,現在に

至っているようです。その頃より‘情報化時代となり書籍雑誌の数もかなりの量となって来まし

た。それと共に私の図書館通いも頻繁となっております。医学部図書館で特記すべきものとし

て，夜間開館，オンライン情報検索システムなどがあります。最近ではコピーの普及と合いま

って文献情報の入手は以前より簡便化されて来ています。しかしやはり文献はその掲載されて

いる雑誌を直接手にとって検分し，コピーすることが良策と考えます。コンピューターによる

文献探しは，何か機械まかせで，空虚感を伴います。それ故各図書館では，書籍，雑誌の打切

｜′

旧「

善 一一ノ



検蔭
一
ｍ
一
々
一
《
一

りなどは夢々なさらぬよう切願する次第です。また‘盾報量が多くなると感激性が薄くなるのは

馬齢を重ねたためだけではなさそうな気がする昨今です。最後に夜間開館について，もう一歩

進めて午後に開館しその分夜間延長をと馬鹿げたことを考えながら筆を置きます。

リー農業経済学の歩みと学科の蔵書

農学部農業経済学科図書室一-一・一
I

I．はじめに
へ
一
●
，

／

学科の教官・院生・学生の他に，学内外からの利用者が直接または学部図書掛をとおして

農業経済学科図書室を利用しているが，利用者の中には「何か貴重な資料がありそうだ｣，「こ

こは資料の宝庫ときいているが」といって来られる人も多い。「とにかく書庫の中を見せても

らいたい」といわれる時も少なくない。たしかに図書館，図書室は「知識の宝庫」である。思

いもよらなかったものを見つけたら喜びも大きいだろう。そっとしておいて，いつまでも「宝

庫」にして置くのも良いかも知れない。しかし図書室の蔵書は多くの利用者に利用されること

が望ましく，それが図書室の重要な役割でもある。もちろん，利用されるためには保存と検索

トゥールの整備が十分になされなくてはならない。当学科図書室も現在のように利用される図

書室になったのは長い年月を経た後であり，何万という「宝」がその年月の間に積った塵の中

から一冊づつ取り出されたのも1960年（昭和35)以後のことである。この長い年月とはまた農

業経済学科の歴史でもあり，農業経済学の歩承でもある。研究者や学ぶ者が資料を伝達される

知識として彼らの歩承とともに日々蓄積し，人が去った後も残り続けて変らず次の世代に語り

かけているのが蔵書である。ここでは当学科図書室の歴史と農業経済学の歩承を概観するとと

もに，蔵書の中から特色あるものについて二，三紹介したいと思う。

Ⅲ、学科図書室の歩み

1．資料室学科開設1918年(大正7)から1970年(昭和45)まで主として学科事務

を行い図書の支払業務，寄贈雑誌類の受入れを他の事務と並行して行っていたようである。

しかし保存されている手書きの目録カードの分類(農経独自の数字記号1～33台まで)や筆跡を

見ると，実際に図書の仕事をしていたのは当時の副手あるいは助手であったようだ。資料室に

続いて書庫があるが，昭和35年頃までそこには裸電球がともり，物置化した足の踏み場もない

三層の書庫であった。

へ
、
●
卸

2．ウエストコット・ルイスライブラリー当時学科でマ

ーケティングの教育・研究に携わっていたG-W･ウエストコット

博士（マサチューセッツ大学との間の教授交換協定により1958年

(昭和33）に来学）は，戦中戦後の外国書の不足を補充するため,学科

内に外国文献図書室(仮称)を創設する計画をし，在ニューヨーク経

済および文化事業委員会(A･B･ルイス博士の協力で）よりの資金

で，ライブラリアンを加え1960年(昭和35）図書室の開設にこぎつ

蕊
劃畜室の開設にこぎつG･W･ウェストコット博士
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けた。約5千冊の洋書，視聴覚機器を備え，目録カード（著者名，書名，件名）作成，レファレン

スを開始した。同時に資料室，会議室等に散在していた政府刊行物，逐次刊行物の整理を開始，

2年後から資料室の書庫と各講座の研究室の図書の整理（農経独自の分類からデューイ十進分

類へ記号変換とカード作成）を学部図書掛と開始した。

3．学科図書室（ウエストコット・ルイスライブラリー）1969年（昭和44）農学部三階

正面にある資料室とウエストコット・ルイスライブラリーが合併し，現在の学科図書室とな

った。定員事務官1（教育職),事務補助員1，蔵書数は和書約5万冊，洋書約3万冊，和雑誌約

350タイトル，洋雑誌約150タイトル，政府刊行物約200タイトル(いずれも講座分を含む)。年

間貸出は平均2,300冊，レファレンスは一日平均5件である。目録カードは件名を含め副出を

行い図書室整備については図書委員会（各講座の教官5名，図書室1名）で計画，検討を行っ

ている。

Ⅱ1．農業経済学研究者と蔵書の特性

広汎な領域にわたる学科の蔵書構成を主題別に承ると，ある一定の時代に収害されそれ以

後は新しい図書が加わらない主題分野と、時代の移行，社会‘情勢の動き，さらに科学技術・産

業の変化や進展にともなって増加したり,新しく加わる主題分野がある。学科図書室の書架も，

講座の15の研究室も同じ状態であるが,これが農業経済学の研究を進めていくためには必要な

状態ともいえよう。すなわち何世紀にもさかのぼる古書であろうと、その重要さは新書に勝る

とも劣ることはないのである。図書室の目録カードは現在も過去にお↓､ても購入講座名が附し

てあるが，長い農業経済学研究の歴史の中において，学科開設前もその後も講座の改組・増設

があり，それにともない研究者の移動や図書の移動が多かったことがうかがわれる。利用に重

点を置く今日，収書時の講座名のみ記されたカードから何十年も前に収書された現物を検索す

ることが多く，現在の講座からその変遷の跡を辿るか，逆の方法により目的の文献に到達する

ことなどを余儀なくされる場合もある。社会科学の領域にまたがる学問の特性から遡及的検索

の必要性は当然のことであろう。戦前の資料で図書室に移管されないで講座内において引き継

がれているものも少なくない。故に特定の主題と研究者を結びつけて時代を追うと、現在の学

科内研究室の中で見つけることができるのである。学科図書室と講座二本立ての収書と保管の

方法は現在も継続している。

_ －一一

つぎに蔵書の特性を概観して承よう。もちろん収書と

研究者，歴史的背景を除外して特性にふれることは不可能

である。詳細にわたっては他の機会にゆずることにする

が，ここでは主なる点にふれたいと思う。経済学の始祖と

もいわれるアダム・スミスの「国富論」1776年出版の初版

本は1919年（大正8）に学科が収害したものである。1918

年に農業経済学科が開設されて，その翌年に購入したこと

になる。この書を中心に大正末期から昭和初期にかけてイ

ギリス、ドイツで出版された学説史,古典理論学者の著書を

大量に収書している。たとえば，慶応義塾大学教授高橋誠

一郎が「古版経済学書漫談(5)」（経済学月報15号，昭和5，

改造社）に「英国における経済学の真の創設者と呼ばれて
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を紹介しているが，なるほど驚くほど長いタイトル

のこの著書も当時の収書として書庫に納まって左

り，これは1677年の初版本である。その他,D

リカードやA・マーシャルA・Marshal)の"The

principlesofeconomics"1907,J.M・ケインズ(J

M.Keynes)の処女作ともいわれている"Indiar

currencyandfinance"1913年の初版本その他の著

書から，農業の研究に経済理論を導入しようとした

ことがうかがわれるのである。

学科開設前についてもふれると，1890年後期に

札幌農学校第一期生の佐藤昌介がアメリカ，ドイツ

に学び農業経済学，殖民論を教え，第二期生の新渡

戸稲造もアメリカ，ドイツに留学，農政学，農史を担

当，その他の科目として経済原論，応用経済学等が

あった。当時使用した文献には札幌農学校の蔵書も

あったのではないだろうか。それは佐藤昌介の「殖

民論講義原稿」（1896年),「殖民史講義」（1891年),また

学生に参考書として紹介した1830年頃から189〔司一エVL－＝=テコ言c－L〆陪ノ1､ロノlL／ハー入UJv－rツミ〃マザノユU､ノゾ アンドリュ一・ヤラントンの著書

年頃までの文献，たとえばCharlesP.Lucas"A

historicalgeographyoftheBritishcolony"5v.(1897),Cotton&Payne"Coloniesand

Dependencies"(1883)等からも推察される。ここで札幌農学校蔵書についてふれたのは,6～7

年前に農経図書室の蔵書として他の蔵書と共に書架上に置かれていたのを325冊選び出し（現

在も札幌農学校蔵書印のある図書が残っているので調査中）附属図書館北方資料室の同蔵書に

移管したからである。管理・利用面においても，同じ場所にまとまっている方がより効率的で

あろう。その後，ドイツに留学,T.F.vonderGoltzに直接教えを受けた高岡熊雄が農政学，

殖民学講座を担当佐藤昌介が農学第二講座を担当することになった。高岡熊雄の「北海道農論」

1899年（明治32)の参考書目としてあげられているのは，ゴルツの著書をはじめとしてドイツ，

イギリスの文献39点，日本の文献は主として北海道庁刊行の報告書，統計書，国家学会雑誌

等16点，翻訳書は1点である。1913年(大正2)経済学財政学講座増設の頃の収書にCharles

Davenant"Discoursesonthepublicrevenues…"1698年の初版本がある。1918年学科開設

後も欧米の貿易政策，植民地政策，土地，人口等に関する図書。資料，特に現在では稀調書とな

っている文献を数多く収集した。またドイツの"InauguralDissertation"1905～1922年まで

の学位論文1,160冊が当時の収書であることも特筆すべきことであろう。

逐次刊行物の中でもBerichteUberLandwirtschaftやEconometrica,JournalofFarm

Economics(現誌名AmericanJournalofAgriculturalEconomics)等は1921年から1933年

の間に受入れを始めて現在まで続いている。学術和雑誌も時局を反映する類のものも見られる

が基本的なものは学科の定期刊行物として継続されている。また新聞の切り抜きが主題ごとに

まとめてある，約150冊にも及ぶ資料が残されているのでふれてみよう。切り抜きに用､､られ

た新聞は大阪朝日新聞をはじめとする大正5年頃から昭和11～12年頃までの国内新聞と樺太

日日新聞，台湾日報，満州日報，河北新報，遼東新報，京城日報，北海道のものでは北海タイ

ムス等で，海産に関する記事は北海タイムスが多いが,その他，産業，石油，生糸，綿糸，満鉄，

（779）
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支那等に関しては広く上記の各新聞からまとめられていて、手書の索引も各々に付してある。

現在に至る間に経済学部・法学部設置（1953年)に関連して，農学第三と第四講座が各々移

り，教官の移動にともない経済学．農業史，法学関係の文献にも移動がみられた。農業経済学

科図書室の中で重要な位置をしめる政府刊行物について、また農村問題，農業移民，産業組合，

農地改革や地主制に関する文献の収集も各々の講座を中心に行われてきた時代背景，その他図

書室の中のウエストコット・ルイスライブラリーコレクションの内容にもふれたいと思った

が紙面が限られているのでここでは割愛する。

IV・おわりに

時の動きの中で数多くの研究者，学生，その他の利用者と対話をし続けてきた古い図書，

資料は背文字も不明瞭になり，表面の皮も破損してきている。近年復刻・再版が多く出版され，

翻訳されたものも蔵書として増加している今日，すでに百年以上も経ている初版本等の管理に

特別な配慮が必要であろう。特に学科図書室の蔵書の承ならず，研究室におし､て管理されてい

るものについても研究者が交代する際には蔵書も学問の継承の一部として大切にすることが望

ましい。農業経済学が自然科学・技術中心の農学の中で社会科学・産業の面より農学を研究す

るところから図書・資料は古い年代の出版物から現在のものまで各々利用される対象にあると

いうことになる。学科の蔵書が相対的に多いのも学問の特性から当然のことであり，今後も研

究が続く限りさらに蔵書は増加し続くだろう。いつでも必要とされる図書・資料また‘情報が即

座に利用者に提供することができるように，これらの蔵書についても，また現在研究されてい

る事がらとの関連面において国内，国外を問わず，図書・資料の検索が容易であるように検索

トゥールの整備も行われなくてはならない。蔵書を死蔵させてはならないからである。

（山里澄江）

一111Ⅱ一Ⅱ'''一

資料紹介
一'''111-Ⅱ'''一

OperaomniaBartolideSaxoferrato

（バルトルス全集）附属図書館所蔵

バルトルス.デ･サクソフェラート（1314-52）は，註解学派あるいは助言学派あるいは後期

註釈学派と呼ばれる，イタリア法学派の代表者である。12世紀ボローニャに復興したローマ法

学(註釈学派）は，アーゾにおいて頂点に達し，その弟子アックルシウスの「標準註釈」(glossa

ordinaria)によって集大成された（なおアーゾの代表作Summacodicis,および「標準註釈」

も附属図書館に所蔵されている)。ローマ法源の研究という面では，註解学派が註釈学派に加え

たものはそれほど多くない。しかし，論述のスタイル（論理学的にゑて，より整序されている）

や実務への影響力（助言活動を通じて，直接に裁判実務に影響を与えた）という点で，法学の発

展に資するところ大である。バルトルス(あるいはその学派）の影響は,イタリアだけに留まら

ず，16世紀フランスの法学者デュムラン（彼の影響は，17世紀以後のフランス法学に及んだ。

彼の全集も附属図書館に所蔵）や，16世紀以降のドイツのいわゆる「パンデクテンの現代的慣

用」の法学者たち(これらの法学者の著作も,附属図書館所蔵のティーメ文庫中に多く含まれて
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今回購入したバルトルス全集は，1555年（1冊の承1552年）にリヨンで出版されたもので

ある。バルトルス全集としては定評のある1588年のノミーゼル版（東京大学および東北大学所

蔵）と比較して，少なくとも全体の構成はほとんど変わらないように思われる。すなわち，「学

説童纂」を三分し，さらにそれぞれの部分を二部に分けて註解を付したもの，「勅法童纂」を二

部に分けて註解を付したもの，「新勅法」の註解，および「助言集二巻｣，「設問｣，個別問題につ

いての「論文」等から全体はなる。なお，集録されている「助言」の総数も361で，バーゼル

版と同じである。そのほかに，註解についてのインデクスがある。

なお付言すれば，本附属図書館には，中世から近世にかけてのローマ法学の原典は，比較

的よく整っており（すでに挙げたもののほかにも,古書および復刻版の収集が進められている)，

重要なもので欠けているのは，バルトルスの弟子バルドゥス･デ･ウバルディス程度である。そ

の意味でも，今回のバルトルス全集の購入は有意義であり，購入に尽力して下さった関係各位

に感謝する 次 第 で あ る 。 （法学部助教授小川浩三）
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諸言語辞典の備付状況

前号「愉蔭」巻頭で，中野教授から言語文化部における各種言語辞典の収集計画についてご紹介ござい

ましたので，関連して附属図書館の各国語辞典の収蔵状況についてご報告致します。附属図書館参考閲覧室に

は，国語辞典をはじめとして110ケ国語588種約1,000冊の辞典が備付られています。日･英･独･仏･露語を除

く諸言語の対訳辞典は下表の通りです。括弧内は対訳語で，多くは各々について数種類ずつ所蔵しています。

一部に北方資料室及び詳庫内配架のものも含んでいます。（*印）（参考調査掛）
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雑誌情報管理システムの展望

北海道大学図書館システム設計実施部会

はじめに

北海道大学図書館オンラインシステムについては，「愉蔭」66号にその全体像がのべられ

ている。本稿は，このうち雑誌‘情報管理システムについて取り上げ，その目的と手段について

詳述するものである。

1雑誌情報理管システムの目指すもの

「高度‘情報化社会」の到来が叫ばれる現代において,雑誌論文の果たす役割はますます大き

くなってきている。このため，利用者が必要とする'情報がどの雑誌のどの号に載っているかを

検索するためのツールが多数出版されている。アブストラクトやインデックスなどの二次文献

資料がそれである。そして，これらは出版物としてだけではなく機械検索のためのデータベー

スとしても提供され，広く利用に供されている。したがって，ある程度のタイムラグはあるも

のの，学術雑誌に発表された論文であるならば，何らかの方法によってアクセスできると考え

ていいであろう。

しかしながら，他の多くの図書館も同様と思われるが，北大の場合現状において利用者に

とって問題なのはこの後であろう。必要な論文の載っている雑誌名と号数までは，前述のよう

にある程度容易に到達できるのであるが，その雑誌があるのかどうか，あった場合どこにある

のか，さらにその号が現在どのような状態にあるのかを知ることは，残念ながら非常に困難で

あるといってよいのである。

その理由としては，まずその雑誌があるのかどうかについては，雑誌の誌名の不安定なこ

とと，アクセスポイントの少ないことがあげられる。雑誌名については，最近は，学術雑誌総

合目録で採用された，部編名のごく一部の変更も誌名の変更と糸なす，きわめて厳密な記述単

位のとらえかたが主流となっており，誌名の不安定さに対応できるようになっている。しかし，

過去に作成された目録においては，一部の変更などは変遷注記で処理されており，そのことに

気がつかなけば，実際には求める雑誌があったにもかかわらず，利用することができないとい

う場合もあったのである。そして，これはアクセスポイントの少なさとも通じている。すなわ

ち，現在のところ雑誌は誌名，それも前述のような問題点のあるものからしか検索できないの

であり，他からのアクセスは不可能なのである。

次にその雑誌がどこにあってどのような状態にあるかであるが，この問題についてはそれ

を知るためのツールがほとんど準備されていないことがその理由としてあげられる。雑誌の所

蔵状況を知るためには，雑誌所蔵目録が基本的なツールであるが，一部の部局においては最近

のものが発行されているものの，全学的な総合目録としては，和雑誌については昭和44年，洋

雑誌についても昭和48年に発行されたものが最新のものとなっており，以後改訂されていな

い。これを補うものとしては,学術雑誌総合目録があるが,欧文編は過去の3編を統合した新し

いものを作成する作業がようやくはじまったばかりであり，和文編は近日中に刊行される予定

となっているものの，編集方針もあってすべての雑誌が載っているわけではなく，その上4分

冊が予定されており，手軽に検索できるものとはいいがたい。また，これら雑誌総合目録の共

通の弱点としては，提供されるのはあくまでその目録の編纂された段階までのデータでしかな
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く，最新の'情報によって日々更新されることがないことがあげられる。したがって利用者がこ

れらを検索するには，実際に来館して閲覧カードをひかなくてはならないのであるが，ここで

ひけるのも当該館所蔵の製本されて一般貸出の可能なものだけで，日々受入られる最新号の到

着状況まで把握することは不可能である。さらに，求める号が現在貸出されているのかどうか，

あるいは製本中であるのかどうかなどは，現実にその資料にあたってみるまでは知る術はない

のである。

北海道大学図書館オンラインシステムの中の雑誌‘情報管理システムの目的は，これら現状

で不可能な点を打破し，利用者に対して必要とする雑誌の必要とする号の所在‘情報を速やかに

提供することである。そのため，雑誌受入システムそのものは，先行大学においてすぐれたも

のが開発されていることもあり，北大独自の部分はなるべく少なくして開発の負荷を減らし，

その分を有効かつ実用的な検索システム，受入システムまでを組込んだオンライン検索システ

ムの実現にふりむけるべく開発に取り組んでいる。

2提供される情報の形態

前章に述べたように，雑誌情報管理システムの目的は，利用者に対して必要とする雑誌の

必要とする号の書誌・所在情報を速やかに提供することである。しかし，雑誌の場合受入後ま

ず一冊(号)単位で配架され，その後製本されて形態が変わるとともに配架場所も変更となる場

合が多く，一種類の方法，一種類の画面で所在情報をすべて提供することは，きわめて困難で

あるといえる。このため，本システムにおいては，雑誌の所在情報を三つのレベルで捕らえ，

各レベル毎に異なる形態で情報を提供することとする。三つのレベルとは，まず雑誌の所在情

報として大きく分けて全体の所蔵情報と一冊づつの所在情報があり，なおかつ一冊づつの所在

情報が未製本の段階と製本後の段階とに分かれるそれぞれのことである。ここでは，全体の所

蔵‘情報を所蔵全巻号レベルの所在‘情報，未製本の段階の所在‘情報を一冊(号)単位レベルでの所

在'情報，製本後の段階の所在'情報を製本単位レベルでの所在情報と名付け，それぞれについて

以下においてみることとする。

2－1書誌情報および検索語

書誌‘情報については，原則として文献‘情報センターの雑誌目録システムを利用して作成す

ることとする。したがって，記述単位は従来より細かくなり，所蔵の一覧性という点で問題が

あるものの，誌名の不安定さには十分対応できることとなる。

雑誌目録システムで構築されるデータは，かなり詳細なものであるが，雑誌所蔵巻号・所

在表示画面に表示されるものを列挙すると,記述部分として「標題及び責任表示」「版に関する

事項」「巻次年月次」「出版頒布事項」「その他の標題」「注記」「変遷注記」「北大雑誌コード」

の各項目があり，その後に「検索語｣，さらにコード部分として,TNCID」「一般資料種別」

｢ISSN」「出版国コード」「タイトルの言語区分コード」などがある。

ただし，文献情報センターの雑誌目録システムはいまだ完成しておらず，書誌データとし

て過去の学術雑誌総合目録のデータを持っているだけである。したがって，現段階では文献情

報センターとの対応としては，初期データとして学術雑誌総合目録のデータを使用することに

とどめざるをえず，これに無いものはその目録規則にしたがって北大オリジナルで作成せざる

をえない。

検索語としては,それぞれ'5文字以内の，「誌名(その他の標題も含む)」「誌名中の重要語」

｢責任表示」があり，さらに「NCID」「ISSN」「北大雑誌コード」からも検索できる。このこ

とによって，アクセスポイントが少ないという問題点は解消されるものと考える（図1参照)。
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2－2所蔵全巻号レベルの所在情報

このレベルの所在I情報は、書誌’情報と共に雑誌所蔵巻号所在表示画面で提供され，全学の

所在単位別に表示される。記述文法は，このレベルの所在'情報が文献‘情報センターへの報告が

義務付けられていることもあり，その記述文法を採用する。そして，表示される内容も文献’情

報センターに報告した最新のものとする。ただし，文献‘情報センターに登録してある配置コー

ドと，北大のシステムで使用する所在コードの単位が相違している場合だけは，この部分も一

致しないこととなる。

このレベルで提供されるデータは，従来閲覧カードで提供されたものと同じであり，全学

の所蔵が一覧できるという点ではこれよりもすぐれている。したがって，利用者の多くは，こ

のレベルの'盾報だけでも，求める雑誌の求める号がどこにあるのかを知ることができるものと

思われる（図1参照)。

2－3－冊(号)単位の所在情報

このレベルの所在‘情報は，基本的に前述の所蔵全巻号レベルの所在‘情報を補うものであり，

直接検索することはできない。すなわち，雑誌受入状況表示画面に到達するためには，まず雑

誌所蔵巻号・所在表示画面を検索しなくてはならない。そして，ここでキーを押して，雑誌最

新号所在表示画面へ展開させる。ここでは，全学のその雑誌の最新号の配架場所が表示される

ので，利用者は自分に都合のよい配架場所を選択して，雑誌受入状況表示画面に展開させるこ

ととなる。なお，最新号配架場所がひとつだけの場合は雑誌最新号所在表示画面は表示されず，

直接雑誌受入状況表示画面へ展開する。

このレベルで提供されるのは，現時点でのその雑誌の受付状況や製本中かどうかなどであ

る。すなわち，担当者が受付業務を行った次の瞬間には，検索画面においても受付が表示され

ることとなる。

このレベルの所在'情報の提供によって，従来担当者間の連絡などによって得られていた最

新号の受入状況についての‘情報が，広く全利用者に開放されることとなる。このため，利用者

は求める雑誌の求める号がどこにあってどのような状態にあるのかまでを知ることができるの

である。

ただし，実際に新しい雑誌受入システムでの業務が開始されるのは61年4月からなので，

このレベルの所在‘情報が蓄積されるにはいま少しの時間が必要となる。このため，この部分の

稼働については，2期計画となっている（図2．図3参照)。

2－4製本単位の所在情報

このレベルの所在‘情報も，一冊(号)単位の所在’情報同様直接には検索できない。雑誌所蔵

巻号・所在表示画面で,所在を選択して送信キーを押すことによっての象到達できるのである。

この製本雑誌巻号・所在表示画面では，各製本単位毎に「製本巻号」「製本年次」「資料番号」

が表示される。さらに所在'情報管理システムと連動しているならば，貸出中であるかどうかの

表示もされる。また，雑誌所蔵巻号・所在表示画面においては，欠号の多い巻は学術雑誌総合

目録の記述文法に従わなければならないため，たとえば4巻の場合には4（）と表示されるの

で，最終的に所蔵巻号を確認するためには，この画面まで展開しなくてはならないのである。

しかし，通常であれば利用者はこのレベルまで展開しなくとも，必要な‘情報を得られるものと

思われる（図4参照)。

3今後の展望

システム設計実施部会の雑誌担当グループは，60年3月までの準備部会の検討を踏まえ，
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60年4月以来前記の目標を達成すべく設計にあたってきた。そして，2章に述べてきた形で情

報を提供することにより，利用者に対して必要とする雑誌の必要とする号の所在’情報を提供で

きるものとの結論を得た。したがって，雑誌の日常業務，すなわち受付・支払、督促・製本・

契約などの電算化も，この形での情報の提供に沿う形で行われるように配慮した。本システム

の実現により，利用者は全学にある雑誌について，製本済みであってもそうでなくても，その

所在情報をオンラインによって検索できるものと信じる。

今後の展望としては，文献’情報センターで予定されて､､る2次情報のサービスが実現すれ

ば，1次’情報と2次‘情報を結び付けた形で検索できることとなり，オンライン検索サービスの

一層の充実が期待される。また，システムの展望ではないが，システムの与える効果として，

学内における相互利用拡大の機運となることを希望したい。利用者とシステムがよい意味で影

響を与えあうことにより，よりよいシステムが実現すると考えるものである。

（文責富田健市）
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時の法令／法令普及会．－71号（昭和27．9）．一東京3大周
省印刷局

継続前誌：旬刊時の法令解説．（AN26356987

T=ﾄｷﾉﾈｳLイA=ﾎｳﾙｲﾌｷｭｳｶｲWﾆﾎｳL

ID:3”235

PID：NClD:AN26565854NBN：（jND：SNDI

ISBN：lSSN:04934“7CNTRV：ja
N m f 2 1.ITN

所埜窒暑 一錘j蛇蕨］

①71.220,222-227,229-381,383．462,464-489,491-5141952-1983図香庫・図和雑畠
，516-1176＋

②84,86-88,157-569,571.1223＋1953-1984図書庫・法和雑討

次頁→PFl2前頁→PFl3製本状況→番号一送信受人状況→PF5書誌簡略→Pf
縛了→PF3書誌次→PF10書誌前→PF1

▼-もロハへ一二凸一一君』Bbh丙ロュ--

崎の；云令／伝令晋及会．

所在：図・雑誌コーナー頻度：旬刊製本：本製本

巻イ i■青Pオ手記窪ｵTR号入口侭掴園付

1 2 5 3 8 5 ． 7 ． 3 8 5 ． 7 ． 5 製 本 中 8 . 1 2
1 2 5 4 8 5 ． 7 ． 1 3 8 5 ． 7 ． 1 4 製 本 中 8 ． 1 2
125585．7．2385.7.25
125685．8．385．8．6

1 2 5 7 8 5 ． 8 ． 1 3 8 5 ． 8 ． 1 5

125885．8．2385．8．25督促9.30
125985．9．385．9．7

1 2 6 0 8 5 ． 9 ． 1 3 8 5 ． 9 ． 1 4
1 2 6 1 8 5 ． 9 ． 2 3 8 5 . 9 . 2 5

1 2 6 2 8 5 . 1 0 . 3 9 9 . 9 9 . 9 9 欠 号
126385．10．1385.10.14

1 2 6 4 8 5 . 1 0 . 2 3 8 5 . 1 0 . 2 5

次貝→i'卜12前貝→PF13新看雑誌所在→PF

縛了→PFI

時の法令／法令普及会

所系

①図・唾コーナ
②法・法令判例室

ー

次頁→PF12前頁→PFl3受人状況→番号指定一送信雑誌所歳巻号・所在表示→PF‘
縛了→PF3書誌次→PFlO書誌前→PF1
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◆ 会議

第123回図 書館委員会

くとぎ昭和60年9月18日（水）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

議 題

1．逐次刊行物等検討小委員会報告について

2．図書館電算機導入計画について

3．その他

第84回教養分館委員会

くとき昭和60年8月8日（木）＞

＜ところ教養分館会議室＞

議題

1．昭和60年度参考図書および視聴覚資料の選定について

2．その他

図書担当掛長会議

11

＜とき昭和60年10月15日（火）＞

＜ところ附属図書館会議室＞

議題

1．自然科学系雑誌バックナンバーの集計ならびに収納方針について

2．電算化に伴うコード体系について

3．その他

第35回北海道地区大学図書館協議会総会

本年度の地区大学図書館協議会総会は，藤女子大学の当番により，8月23日（金）北海道会館を会場に開

催された。22大学42名が出席し，，慣例により当番館藤女子大学伊藤館長を議長に選出し議事が行われた。

協議事項等は次のとおりである。

報告事項

1．幹事館会議

2．第28回北海道地区大学図書館職員研究集会

3．各館界の動向

4．昭和59年度協議会決算・同監査

協議事項

1．北海道地区大学図書館協議会会費制移行およびそれに伴う規約等の一部改正(案）について

2．昭和60年度予算(案）について

3．第36回北海道地区大学図書館協議会総会の当番館について

4．第29回北海道地区大学図書館職員研究集会の当番館について

5．役員館の選出について

6．連絡事項「相互利用マニュアル」について

なお第36回総会当番館は，帯広畜産大学，第29回研究集会当番館は，札幌大学に決定した。

昭和60年度国立大学附属図書館事務部長会議

標記会議が本年10月16日，弘前大学を当番として開催された。これは，事務部制を施く国立大学附属図

書館の事務部長を以て組織されている会議で,毎年1回開催されており，当館からは松川事務部長が出席した。

（786）
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議題等は次のとおりである。

文献情報センター接続に伴う書誌所在’情報の登録とりこゑに要する通信経費について

電算化に伴う組織・運営の見直しについて

時間外開館について

国立大学図書館協議会の運営の在り方について

IFLA東京大会への対応について

夏期休暇中における大学図書館の相互利用について

図書館職員の研修について

大学図書館の公開と財政的背景について

その他

０
４
４
０
１
４
１
４
１

１
２
３
４
５
６
７
８
９

◆研 修

昭和60年北海道大学図書館職員講習会

毎年秋期に実施している標記講習会は，9月26日（木）本学附属図書館会議室を会場に行

われた。

これは，本学等の図書館職員に対して，図書館業務の機械化に関する基礎的知識を付与し，

あわせて「学術‘情報センターシステム」構想に対応した本学内および地区ネットワーク形成に

資することを目的としたもので,参加者は，本学図書職員43名，北海道教育大学3名，北見工

業大学2名，室蘭工業大学，小樽商科大学，旭川工業高等専門学校，苫小牧工業高等専門学校

各1名，合計52名であった。

=字、

当日のプログラムは次のとおりである。

開会挨拶9:0 0～北海道大学附属図書館長大野公男

講師紹介〃事務部長松川南

9:15～10:45講義「名古屋大学における図書館オンラインシステム」

名古屋大学附属図書館学術情報課長森岡祐二

10:50～11:20「北海道大学図書館オンラインシステム」

（報告者北大・図・図書館専門員）達昭二

11:20～12:00質疑応答司会 北 大 ・ 図 ・ 学 術 情 報 課 長 山 田 常 雄

13:00～14:30講義「オンライン閲覧用目録について」

慶応義塾大学文学部図書館’情報学科助教授上田修－

14:40～16:50パネルディスカッション

「学術‘情報システムにおけるオンライン目録」

上田修一

．森岡祐二

山田常雄

（北大・整理課目録掛）諏訪田義美

（北大・閲覧課参考調査掛）小西和信

（司会北大・図・整理課長）佐藤繁好

16:50北大・図・事務部長松川閉 会挨拶術

』

'一、

(787



13No．67

第28回北海道地区大学図書館職員研究集会

くとき昭和60年8月2日（金）＞

＜ところ北海学園大学2号館31番教室＞

本年度の研究集会は，当地区21大学140名が参加して次のように行われた。なお，今回か

ら，北海道図書館振興協議会および専門図書館北海道地区協議会からもオブザーバーとして3

名の参加があった。猛暑のなか，各参加者とも終始熱心に傾聴し，活発な質疑応答が交され，

有意義かつ盛会裡に終了した。

「研究発表」

司会東海大学藤井洋子

札幌大学池内ゑさを

当館における件名目録の問題点と将来札幌医科大学大前好子

オン ライン検索・カードによる整理と利用旭川医科大学小野泰子

司会北海道工業大学岩佐直樹

藤女子大学深見和子

本学における広報活動につい て 札 幌 学 院 大 学 後 藤 基

「講演」

学術'情報システムの一環としての北海道大学図書館電算化システム

北海道大学山田常雄

一

｢昭和60年度大学図書館職員長期研修」を終えて

附属図書館閲覧課閲覧掛清水弘

本研修は今年で17回目を迎え，7月29日から8月17日までの3週間にわたって図書館‘情

報大学を主会場に筑波大学，東京大学文献情報センター，東京工業大学等で開催され，1週目

と3週目は筑波学園地区，2週目は東京地区においてそれぞれ講義（理論，演習)，施設見学，

共同研究討議が行われました。

この研修の目的は，ますます増大する‘情報洪水の中で「利用者の高度な要求に即応した‘情

報提供体制を整備する必要」があり，このために図書館職員に対し「学術’情報にかかわる諸情

勢の発展，知識・技術の開発の現状について最新の知識を教授し，資質の向上を図る」ことに

あります。

全国から集まった37名(国立大33名,公立大1名，私立大3名)の研修生は，すでに電算化

を経験している人、あるいは導入計画中の図書館からの人等様々ではありますが，皆それぞれ

現在構築されつつある学術‘情報システムに強い関心をもって参加し，猛暑の中熱心に受講しま

した。

以下研修内容の一部について簡単に述べて見たいと思います。なお，研修プログラムおよ

び講師の方々の「講義要綱」は参考閲覧室の図書館学資料コーナーに備え付けられていますの

でご一読願います。

1週目は学術’情報流通体制の国際的動向，データベースの形成、レファレンスサービスの

理論と技法等の講義があり，また実際にSCI,SSCI,A&HCI等の二次資料を使用しての演習

が行われました。この演習は3週目に行われた機械検索とあわせて，これまで参考調査の経験

（788）
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が少ない私にとりましてはとても勉強になりました。施設見学では文部省高エネルギー物理学

研究所での極微の素粒子の世界，工業技術院電子技術総合研究所でのエレクトロニクス研究を

基盤とした情報技術，エネルギー技術，標準計測技術の研究を興味深く見聞しました。

2週目は東京地区へ会場を移し，東京大学文献情報センター，東京工業大学附属図書館で

文献情報センターシステムを中心とする講義を受け，また文献情報センターと東工大図書館と

のオンラインによる接続方法および書誌データの取り込承と登録の実際作業をつぶさに見てき

ました。見学は国立国会図書館,NTT霞が関コミュニケーションセンター，日本経済新聞社，

東大大型計算機センター,国文学研究資料館で,新・旧資料のデータベース構築の現場を見まし

た。なかでもNTTでのINSネットワークを使用しての種々のデモ，とりわけキャプテンシス

テム,テレビ会議等についてはデモとはいいながら実際目のあたりに見て興味深く感じました。

3週目は再び筑波地区へ戻り，大学図書館の現状と未来像についての講義を受けるととも

に，筑波大学学術'情報処理センターにおいてUTOPIAに接続している端末機を使用して‘情報

検索の実習を行いました。共同研究討議では「大学図書館の業務電算化」をテーマとしてとり

あげました。最初に各館の現状について報告し討論に入ったのですが，私たちのグループ(9

名）にはすでに電算化を実施している図書館からの参加者もおらず，また電算化に関する知識

や経験も9人9色でいささか抽象的な議論に終った感じがします。しかし学術‘情報システムに

対しては各人とも一致して意欲的に取り組んでいきたいという姿勢を示すとともに，文献情報

センターの側からも学総目作成ばかりでなくもっと多面的に各大学図書館に語りかけてほしい

旨の意見も出されました。全国の図書館をオンラインで結ぶというこの長大な計画を前にし

て，各地から集まった研修生が相互に交流を深め，一足先に人的ネットワークを結実させたこ

とが大きな収穫でありました。

最後になりましたが，文部省，図書館情報大学ならびに各講師の皆様方に大変お世話にな

りました。この誌面をおかりしてお礼申しあげます。

相互利用掛の新設について

当館閲覧課に本年10月1日付を以て相互利用掛が新たに設置されました。増大する

学術情報を利用者に迅速かつ的確に提供することの重要性がますます高まっております。

この度の新設は，文献複写，相互貸借を中心とする図書館相互協力業務を一層強化し，利

用者サービスの向上を図るものであります。

(789）
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電算化準備記 録 （ 5 ）

昭和60年7月末～60年10促

）

~_ノ

(790）

年月 ［ 事 項 年月日 事 項
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日本電気との定例打合せ会議(第1回

各部局端末設置箇所の電話線，電源，端

末配線等の工事費概算見積り調査

道地区大学図書館職員研究集会(｢北大シ

ステム」について講演I

第13回システム設計実施部会

第1回雑誌担当者連絡会議

日本電気との定例打合せ会議(第2回

｢事務電算化に関する協議」文書を,事稜

局を通し本省情報処理課に提出

第14回システム設計実施部会

第1回図書目録担当者連絡会議

日本電気との定例打合せ会議(第3回｝

第15回システム設計実施部会

第3回図書業務電算化委員会および「北

大システム」説明会

第2回道地区図書館機械化開発専門委員

会

日本電気とシステムについて詳細打合せ

第16回システム設計実施部会

(事務局を通し）「事務電算化に関する協

議について「予定通り進めてもよい」

旨，本省から回答〈

第17回システム設計実施部会

日本電気との定例打合せ会議(第4回I

60．9．18

60．9．19

60．9．19

60．9．20

60．9．24

60．9．25

60．9．26

60．9．27

60．10．3

60.10.4

60.10.9

60.10.11

60.10.15

60．10．15

～10.17

60.10.18

60.10.23

60.10.23

60.10.24

60.10.29

第123回図書館委員会(｢北大オンライ

システム」の概要説明）

第18回システム設計実施部会

第2回図書目録担当者連絡会議

ン

｢第1回接続図書館説明会」（文献‘情報イ

ンター）

第19回システム設計実施部会

日本電気との定例打合せ会議(第5回）

昭和60年度北海道大学図書館職員講習会

第2回雑誌担当者連絡会議

第20回システム設計実施部会

文献情報センター「目録説明会一

文献情報センター長宛「目録所在情報サ

一ビス利用申請書」提仕

第21回システム設計実施部会

全学図書担当掛長会議（北大システム権

築作業について，各コード類の作成に乙

いて｝

日本電気とシステムについて詳細打合せ

日本電気との定例打合せ会議(第6回）

日本電気o/s講習会(第1回）

電子計算機導入に関する図書館ユーザー

懇談会(第2回）

第22回システム設計実施部会

第3回図書目録担当者連絡会議
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◆統計

部局別蔵書冊数

(昭和60年3月31日現在）

へ
一
・
一
二
｜
、

~、

(791）

_一一一一

和 書 洋言 合計

附 属 図書館

教養分館

文学部

教育学 部

法 学部

経済学 部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学部

農学部

獣医学部

水産学部

教養部

言語文化部

環境科学研究科

低 温研

応電研

触 媒研

免疫研

スラブ研センター

大型計算機センター

事務局

学生部

医療技術短期大学部

合 計

419,407

96,834

75,16（

56,06〔

(54,488）

46,29］

45,61（

79,391

11,94（

4,324

162,022

179,885

9,468

66,695

(11,670；
15,855

(13,076'

7,036

6,140

4,864

2,914

1,367

(2,050
95（

84（

1,823

62

10,458

1,305,994

293,952

48,512

85,766

23,213

(97,823

37,216

129,010

94,703

11,212

12,145

129,664

100,35C

18,26C

40,195

(4,903）
8,14〔

(37,627）

3,049

13,438

13,49

9,417

6,322

(30,646）
9,49（

881

153

97

1,64〔

1,090,326

713,359

145,346

160,931

79,276

(152,311'

83,507

174,625

174,100

23,158

16,469

291,686

280,235

27,728

106,890

(16,573
23,995

(50,703

10,085

19,578

18,362

12,331

7,689

(32,696
10,445

1,730

1,976

718

12,10］

2,396,320



17No．67

昭和59年度部局別図書・雑誌受入冊・(種類）数

ー〆

~_ノ

図書：附属図書館，教養分館，教育学部及び医療短大の上段［］書は学内管理換により増となった分
で内数である。従って全学の受入冊数の合計数は学内管理換分を除いたものである。

(792）

¥
J、

割
長

、

、、
、 分

、
、

、

局、、＝
、

図 書

和書

購入 寄雌
その
他

洋書

購入 寄贈
そa

他

計

雑 誌

和 書

購入 寄贈
その

他

洋書

購入 寄贈
そa
他

計

附属図書館

教養分館

文学部

教育学部

法 学 部

経済学部

理学部

医 学 部

歯学部

薬学部

工学 部

農学 部

獣 医 学 部

水 産 学 部

教養 部

言語文化部

環境科学研究科

低温 研

応電研

触媒 研

免疫研

スラブ，
セン タ－

大型計算機
センター

事務后

学 生剖

医療技術
短期大学部

7,01〔

3,934

3,16］

2,32*

）1.535

2,168

530

603

546

184

2,478

2,446

126

839

(269）

1,112）

538

７
８
３
３
４
８
８
－
“

３
２
３
２
３
２

２
１

７

2,726

90（

67《

11（

(545

371

〔
｡

6:

ロ
ゴ

Ｄ
Ｉ
Ｐ
一
■
砧

17（

4

36（

(711

(6

１
１

ー

一

－

－

一

－

一

[114］
132

[7,799］
7,96〔

809

[1］
704

（1）

1,484

200

499

170

39

1,074

560

117

476

(15）

(7,832

267

192

10

19

一

11

－

－

’

[702］
825

9,629

3,22C

4,198

561

(3,952）

1,637

1,197

647

299

46

1,280

736

156

188

（252）

(2,916）

238

80

170

115

71

1,407

34

ｒ
ｌ

一

11（

899

346

384

103

(394）

13

9

28

248

6

10

46

(338）

（7）

11

[3,543］
3,564

[26,700］
26,888

46（

ｆ
３
‐

９
１
１
１

674

1,867

1,982

16（

55（

1,614

８
４
７
１
‐

３
５
１
６

８
３
９
ｉ

(26,788）

Ｆ
Ｐ
Ｌ
ｒ
８
Ｋ
戸
４
０
戸
４
０
ｒ
Ｌ
、
ｒ
『
辻

３
０
８
２
２
８

２
４
３
２
１
１

一一

ー

－

[370］
43］

[3,657：
23,96*

34,499：［
43,26（

9,69

［1：
4,002

6,440）

ｊ
ハ
ヨ
ｆ
ノ
ム
勺
１
４
が
い
〕
４
列
制
戸
Ｉ
」
病
〃
０
４
４
“
勺
Ⅱ
４

５
１
２
７
２
７
２
６
３

３
８
８
１
８
８
６
７
８

夕
，
，
ダ

ダ
夕

，

６
３
３
１
６
４
２
1,646

(38,66i;

1,278

925

695

394

223

1,635

62

1C

1,072］
2.115

369

236

285

220

(245）

５
３
６
６
９
２
２
３
０

５
２
２
１
１
５
２
３
２

１
１
３
１
３
４
３

(40）

(46）

６
９
６
４
２

３
２
２
１
１

2

拓
一
一
蹄

2,394

25

91（

49&

(394）

686

313

447

124

39

916

1,074

180

狐
一
一
団
創
沃

６
２

■
ｊ
β
Ⅱ
Ｉ

一

14〔

鉦
一
一
“

一
一

画
Ｐ
Ｌ

一
一

１
２

一
一
一

2

15

－

2

’
’
一

ワ
］
１
１

一
一

1

－

ー

－

－

戸
１
１
Ｐ
Ｌ
ｑ
ｒ
シ
Ｌ
が
Ｌ
処

４
９
８
８

４
１
４
１

316）

ｒ
・
Ｌ
〃
４
。
ｒ
軍
Ｌ
〃
８
足

３
６
６
１

２
６
７
２

11f

774

55］

142

262

102

(83

112

7〔

12〔

“
駒
幽
艶
一
一
姐

53E

ｆ
』
１

(33）

４
２
５
０

５
９
６
３

2

的
Ｗ
“
蛇
一
一
調
拠
、
羽
岨
弱
一
一
一
一

２
１
１
２
１
１

ー

－

－

－

－

喜
咽
■
日
日
■
戸
』
■
肖
二
■
■
■
■
■

一
一
一

。
〃
ｒ
”
画
堂
■
■
■
■
■
Ｆ
」
頁
』

一
一

－，ー

－

－

－

－

－

５
６
７
２
８
証
似
碗
肌
だ
闘
闘
皿
別
２
‐
９

“
妬
畑
卯
朋
八
Ａ
β
４
１
０
２
５
５
４
２

３
１
１
１
１
１
２
２
Ｌ
’
ｕ

266

581

213

86

168

331

97

－

－

167

合 計 28,1345,459 6,94］ 26,0262,10311,44980,112 3,2158,895 315,6442,063 2719,875
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昭和59年度附属図書館利用統計

r~､¥

。■

１
２
３
４

注 国連資料,OECD資料,EC資料,図書館学資料の承(参考図書は貸出しない
館外貸出冊数(室内利用は含まず）

参考図書室については，教官・職員・学生こゑの人数
北方資料室については，教官・学生こゑの人数

~､-←

昭和59年度文献複写．相互利用統計

I.国内：附属図書館参考調査掛を経由して学外へ依頼した件数（国立．私立とも）

(793

誉ド庫出納カウンター

館内閲覧 館外貸出

246日 246［

開架図書壷
館 外 貸 仕

271日

語学
演習室

271［

参考
図書室

268日

北方
資料室

257日

合計

文学 部

教育学部

法学部

経済学部

理学部

医学部

歯学部

薬学部

工学 部

農学部

獣医学部

水産学部

教養部

各研究所
医 療 技 術
短期大学部
教官

院生

職 員

学外者

入26〔

7］

322

戸
島
』
炉
ノ
ー

４
１

4

5

2

1］

12

24

r

g

ｆ
’
４
砿
・
心
砿
・
’

０
７
３
７

人972

143

証
硬
正
７
’
１
４
４
１
一
鉦
一
７
〆
と
７
２
４

３
２
２
７
１
３

１
２
２

2,505人

30吋

3,558

1,105

2,220

341

184

361

1,040

934

12（

Ｊ
・
日

4,334

48（

46‘

1,30（

1,031

6′

人ｕ
一
節
銘
１
ユ
ハ
リ
門
Ｉ

－

－

48

９
７
６

３
６
３

人1.612

■
画
一
■
写
ｌ
“
■
●
『
ｌ
■
■
Ｉ
■
。
Ｊ
■
４
１
、
ｄ
■
屯
■
口
■
。

０
４
０
９
３
５
４
３

２
５
４
１
１

161

29

５
８59

166

14

444

人別
託
鉦
Ｚ
正
正
一
を
＆
駁
２
ｔ
Ⅸ
製
Ⅸ

２
１
８

利用者合計 1,460 8,35（ 20,373 332 4,639 1,417 36,577人

利用 冊数 3,371 21,952 26,641 369巻 147
1）

1,112
2 53,224冊

369巻

申込部偏
附属
図書能

文学割
教育
学部

法学部
経済
学部

理学間 医学割 薬学割 工学割 農学剖
獣医
学部

件数 23 298 7 40‘ ／
上

南
国
ご ２ ］ 22 7

申込部后
水産
学割

教養部
語
化

言
文

環境科営
研究月

低温
研究所

応胃
研究同

触鮪
研究月

免疫
研究可

スラブ

研究
医技
短大

合計

件数 －

Ｊ
ｒ
、 31 185 5〔

戸
、 ９ 25 30 1,132
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II.国内：新方式（国立大学等図書館相互における文献複写）で各部局図書掛等が受付・依薩

を行った件数
■■■■■■■■■■■

合計

’7,00

3,72（

I■■■■■■■■■■

III.国外への依頼件数（参考調査掛）

’
Z)11111程要．11ﾉし

IV、図書館間相互貸借（参考調査掛）○他館への貸出307冊○他館からの借用199冊

V・附属図書館マイクロ電子・複写業務実績（館内分を除く）

__一

処 理 枚 数 ． ． マ 数

総裁

し
27,475

5,729

33,204

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

注）件数は申込延人数と同じ｡（複写不能分を含まず）

VI.参考質問（参考調査掛）

1．質問部局別件数

KXl－Lt
洞’薬 雪IノI、I

"】｜△.~〕に

一

､911－75414．11

3．質問分野別比率2．質問内容別件数

献所在調整

人文・社会系部眉

理工系部局

医学・生物系部辰

事務局他

学外

●
■
●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

ヨ調歪

JJ士墜文匡

D2.6尻

(794）

部局
附属
図書館

文 教 経 理 医 歯 薬 工 農 獣医 水陸 低温

受付

依頼

1,974

507

－

26［

124

24

151

121

－

656

1,309

803

－

98

102

4〔

914

442

1,325

207

526

86

394

38：

16］

8］

件数注）

(件

複写論文
点 数

(点

学内者

学外者

395

3,241

668

4,733

50,01̂

66,334

5,53

54,96

16,821

5,565

－

6［

188

10

、
ト
ー

三
一
脚

〈
口 3,642 5,401 116,353 60,50（ 22,386 6〔 198

内 訳

電子複写

(枚I

マイクF

フイルノ

（コマ

- マイクF

フィッシュ

(枚）

引伸焼付

(枚I

リーダー

プリンター

(枚）
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(開館日数289日）

20

昭和59年度教養分館利用統計

天||田部局雲

~、

』

昭和59年度教養分館分類別館外貸出統計
ﾗ、一一

(795）

開架図書室

館外貸出
語学演習室 ビデオ視聴室

部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
部
剖
剖
術
剖
官
生
員
者

学
学
学
学
技
学

学
学
学
学
学
学
学
学
養
大
外

育
済
医
産
療
期

文
教
法
経
理
医
歯
薬
工
農
獣
水
教
医
短
教
院
職
学

1,815冊

191

949

461

2,496

555

130

１
６
５
８
３
０

３
５
８
７
１
６

３
３
３
２
７

１

１

2

36

41‘

82；

36

791

16,

17

1,036人

114

542

284

1,502

369

76

22C

1,405

224

154

「
■
』

23,320

〆
し
』
ｒ
／
」
ｒ
『
」
Ｐ
し
Ｌ

３
２
１
７

２
６
２
４

12

巻11

］

F
L

6（

（

5

０
０

54

６
０
０

１
１
２
１
３
７

５
２
９
２
１

５
１

人16

63

「
‐
目

48

■
】
【
】

4〔

50’

〃
‐
ｆ
厩
’
〃
‐

１
８
２
１

巻47

］

５
７
８
４

３
４
３
７］

７
１

51

24

０
０

Ｆ
‐
４
ｒ
・
処
Ｐ
Ｌ
ｑ
〆
夕
Ｌ
Ｆ
１

０
２
５
０
３

６
１

９
－

1

人3｛

1

０
９
４
８

３
３
３
４1

６
１

46

21

０
０

〆
〃
Ｉ
ハ
ー
）
行
脚
Ｌ
炉
ノ
ム
眉
』

７
２
２
８
３

３
１

１

4

合 計 65,131 30,816 1,005 93（ 2,25（ 1,907

類別 〔 2
『
国
】 4 5

冊数 1,10〔 3,593 56〔 5,304 5,304 20,712 1,684

類別
P

イ

『
則
画 9 文庫・新書 雑誌 合計

冊数 1,56（ 12,367 5,097 7,416 36（ 65,13］
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本学における文献複写（受付，依頼）について

－昭和59年度国立大学等間文献複写統計から－

国立大学間文献複写経費図書館別収支明細表の昭和59年度上半期，下半期のデータに基

づいて全学の文献複写の受付，依頼件数の統計を集計しました。

文献複写全体の件数から見ると国立大学間分は，受付で72％，依頼で57％ですが，図書

館間相互協力の現況を十分にうかがえるものと思われます。受付は北海道・東北地区で全体の

64％を占め，文献複写の側面ではほぼ地域のセンター館としての役割を担っていると考えられ

ます。一方本学からの依頼の方は，七大学を中心とする蔵書量の大きな図書館や外国雑誌セン

ター館に集中する傾向が強く，上位十館で全体の74％を占めています。これらの館との受付，

依頼のバランスを見るといずれも本学からの依頼件数の方が多くなっています。

統計の数値からさまざまな推測や結論を導き出せると思いますが，これらの統計が今後の
ーノ

相互協力活動の一助となれば幸です〈 （参考調査掛）

国立大学間

学部別受付・依頼件数

Ⅱ

I・文献複写総件数（全部局）

_ノ

(注1）本統計の受付依頼件数には，謝絶件数及

び複写不能件数は含まれていない。

(注2）附属図書館の受付件数には，受付館に力

っていない部局（文，理，歯，触媒研，肺

電研等）の件数を含む。

(796）

－－－
、

受イミ 依 雁

国立大学 7,005 3,726

公立・私立大学

その他

1,738

1,021

2,205

国 外 645

三
一
い 9,764 6,57（

－－
－－

受佑 依栽

附属図書館 1,974 501

文学部 26（

経済学部 15（ 121

教育学部 124 2

理学部 、~、 65（

1 学部 9ル 442

農学部 1,325 207

医学部 1,309 802

歯学剖 － － 9〔

薬学割 102 48

獣医学割 52（ 8（

水産学割 394 383

低温科学研 161 81

計 7,005 3,72（
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III-l.地区別受付・依頼件数

･ｱｧ病、

III-2.地区別受付・依頼対照区

10005 0 0 1000 010C 50（ 1000

北海道
地区

434(11.6孫，

’
東北
地区

638(17.1兜
ー

麓
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V.依頼件数上位20館

_ノ

～－一

◆受贈図書

本学教官著作物

〔 本館〕

○文 学部

故・奥山次 良

田中彰

〃

〃

○理学部

松永義夫

田中一

現代の哲学と転換の思想国文社1984

高杉晋作と奇兵隊（岩波新書317）岩波1985

特命全権大使「米欧回覧実記」銅版画集久米美術館1985

久米邦武と「米欧回覧実記」展久米美術館1985

化学反応式（化学OnePoint14共立出版1985

未来への仮説培風館1985

(798）

順位 大学迄
受
件 §

Ｐ
ｌ
』

累積
％ ('.

蒲考
i付上位部局）

］ 帯広畜メ 83（ 12.0 農329医19〔
獣114

2 旭川医ナ 80（ 医580獣7］
農50

唾
、 北海道教育大 63f t-32.6

図339工82
農73

4 弘 前 ナ 582 農190水114
図74

lﾛ■

〔 岩 手 ナ 264 獣92農52
工47

6 秋田犬 246 医130図5］
工3］

7 京都大 237 図98農42
医4］

＄
~ 東 北犬 238 図69医5〔

農52

〔 北見工大 207 工178図17
薬（

1C 室蘭工大 17（ t-60.3 工68水5〔
図39

11 小樽商メ 16〔 図133経12
教8

12 大 阪 犬 14］ 図90医14
工12

13 山形ナ 124 農40図34
水14

14 東京農工ナ 10（ 農48獣2（
低，図各8

15 金沢ナ 102 L69.4 農42図42
医，工各7

16 筑波メ 9］ 図40農1｛
医15

17 九州犬 8〔 図56医〔
農7

18 広島ナ 75 図34農24
獣7

19 名古屋式 74 農37図22
工7

19 旭川工草 74 t-75.0
工50図1〔
水〔
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ｌ
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ｑ
ｄ
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■
４
■
‐
■

依
件
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函

攻
％

備考
(依頼上位部局）

東京大 63］ 16.〔
理127図85
水84医74

東 北 大 49〔 医111理88
図77

大 阪 大 361 仁40.0 医181図36
工3そ

京都大 28（ 理92文46
水，図各4:

旭川医大 23］ 医161獣22
水1〔

東京工大 21f
工113理69
図12

．
Ｉ 筑波大 17（ 理66医40

工1〔

九州大 161 図34医32
理3（

一 橋 大 io: 図48経28
文1（

1（ 名 古 屋 大 9（ 1L74.1
工26理2C
図18

1］ 弘前大 84 医16図14
理，水各11

1］ 岡山大 84 農38理22
医12

1〔 室蘭工大 7：
水25工23
理14

14 神 戸 大 5（ 医28図14
経4

15 東京水産大 4（ 企83.3
水25理18
図6

1（ 北海道教育大 44 図19文18
水1

17 広島大 4（ 水14医9
文，工各（

18 金沢大 4（ 図10文9
理〔

1§ 千葉大 3（ 図8医8水8

2〔 秋田大 3（ 8̂8.S 医36獣1
図1
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○低温科学研究所

木下誠一・福田正巳（編） Groundfreezing;proceedingsofthefourthInternational

SymposiumonGroundFreezing,Sapporo,5－7August

1985.Rotterdam&Boston,A.A.Balkema,1985

木下誠一・福田正巳（編1 vol.2．1985.

◇人事往来◇

○配置換・転任等

岡本憲吉

竹 見」 悦子

樋 原 光 豊

山 本 裕 子

佐々木光子

伊藤秀治

山内俊子

斉藤温子

首藤佳子

閲覧課相互利用掛長(獣医学部図書掛長）

〃相互利用掛（整理課会計掛）

〃〃（〃）

〃〃（〃）

医学部図書閲覧掛(閲覧課参考調査掛）

獣医学部図書掛長(旭川医科大学教務部図書課管理係長）

農学部畜産学科図書室(農学部図書掛）

旭川医科大学教務部図書課整理係長(医学部図書閲覧掛）

農学部図書掛(農学部畜産学科）
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